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技術概要説明書 
A.技術概要説明書は合計 5ページ以内で納めること。 

依頼者名 
○○株式会社(共同依頼の場合は段落を分けて記入) 

技術名称 
工法名、製品名を記入。 

技術の概要 
技術の概要を図表など用いて、500 文字以内で記入。 

図表４つ以内。白黒で内容の判別が可能なものは白黒で貼付とする。 

開発の趣旨 

既存技術の課題などを提示し、依頼技術の開発における着眼点、新規性

など 500 文字以内で記入。 

図表４つ以内。白黒で内容の判別が可能なものは白黒で貼付とする。 

技術の性能 

【○○】 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○ 

 

 

【○○】 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○ 

 

上記の【○○】のなかに、適応性、施工性、操作性、耐久性、安全性、

経済性、確実性、環境保全などの任意の項目を選択し【適応性】のよう

に記入。 

開発目標に関わらない依頼技術の性能を端的に記入する。 

開発目標 

開発目標(1) 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

開発目標(2) 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 

審議・評価を依頼する開発目標の数は 1～4つ程度を目安とする。 

本事業において主な審議・評価対象となる。 

過去の例示は、CDITの HP「民間技術評価の確認審査・評価」を参考にす

ること。 

開発目標の 

確認結果 

開発目標(1) 

○○実験、○○性能試験の結果により○○であることを確認した。 

 

開発目標(2) 

○○実験、○○性能試験の結果により○○であることを確認した。 

 

技術の概要を図表など用いて、開発目標に対してどんな実験などを行

い、どのような結果のうえで開発目標を満たしたのか、確認目標ごとに

確認方法と結果を端的に記入。 
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既存技術との対比 

 

項目 依頼技術 従来技術 

   

   

   

 

 

依頼技術が従来技術とどのような点で優れているか対比表を用いて端的

に記入。 

対比項目内容や数は任意とする。 

技術内容の公開性 
NETIS 登録番号や掲載論文などを記入。 

特許の有無 特許番号を記入。ない場合は、なしと記入する。 

関連法規則 依頼技術を使用するにあたり、留意すべき法規則、技術基準を記入。 

その他 その他、説明すべき内容があれば記入。ない場合は、なしと記入する。 

本技術に関する 

問い合わせ先 

会社名： 

担当部署： 

代表電話： 

共同依頼の場合は、代表となる会社を記入。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 使用実績 
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本技術を用いた施工実績数は以下のとおりである。 

 

施工実績の有無 有・無 

有・無のどちらかを記入。「無」と記入した場合は、下記の表及び次頁以降の施工実績のページ

を削除する。 

 

実績一覧 

No. 工事名 発注者 施工期間 施工数量 

1     

2     

3     

4     

5     

6     

7     

8     

9     

10     

11     

12     

13     

次頁に代表的な 3件の施工実績・概要を記入する。 
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施工実績 001 

工事名 ○○工事 

発注者 △△ 

施工場所 □□地区 

工事概要 工事概要と依頼技術がどのように使用されたかを図表を用いて、1p 以内で記

入。 

用いる図表は自社で権利を持つものでない場合は、権利者に掲載許可を取得し

たものを使用する事。 

詳細を記入する施工実績が 3 件に満たない場合は、空欄となった『施工実績

001』、『施工実績 002』、『施工実績 003』のページを削除する 
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施工実績 002 

工事名  

発注者  

施工場所  

施工概要  

  



B-4 

施工実績 003 

工事名  

発注者  

施工場所  

施工概要  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 評価資料 
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1. 評価対象技術 

1.1 依頼者 

依頼者提出資料 A『依頼者名』と同内容を記入。 

 

1.2 技術名称 

依頼者提出資料 A『技術名称』と同内容を記入。 

 

1.3 技術の内容 

依頼者提出資料 A の『技術の概要』、『技術の性能』を詳細に記入。 

 

1.3.1 技術概要 

依頼者提出資料 A『技術の概要』を詳細に記入。 

 

1.3.2 施工フロー(材料などの場合は使用用途など適宜書き換える) 

依頼技術を使用する際のフロー図を記入。 

 

1.3.3 施工方法(材料などの場合は、適宜書き換えるもしくは削除) 

依頼技術を使用する場合の施工手順概要を記入。 

材料等により施工手順などがない場合は、任意の見出しや内容を変更する。 

 

1.4 技術の適用について 

1.4.1 適用範囲 

依頼技術を用いることが出来る範囲、条件等を具体的に記入。 

 

1.4.2 適用に関する留意事項 

その他、上記の記入内容以外で注意点等あれば記入。 
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2. 開発趣旨 

既存技術の課題などを提示し、依頼技術の開発における着眼点、新規性など記入 

技術の概要を図表など用いて、記入。 

文字数の制限はなし。 

見出しについても自由に作成可能。 

使用する図表は可能な限り白黒とする。 
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3. 開発目標の確認詳細 

3.1 開発目標(1) 

3.1.1 確認項目と確認方法 

開発目標(1) 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○開発目標を記入 

確認項目 確認方法 評価基準 

開発目標の内容を確

認するにあたり、 

試験名や実験名など

を記入 

左記の方法で何をどの

ように確認するかを記

入 

先の確認方法でどの

ような基準をもって

確認するかを記入 

項目に対して、２つ

以上の確認方法があ

る場合は、任意に表

を変更可。 

   

   

※「通常の(一般的な)○○」と同程度などの表現をする場合は、性能に関係する項目を網羅する

こと。すべての項目を網羅することが難しい場合、『通常の(一般的な)○○における□□と△△

において同程度である』など、絞って記載すること。 

 

※開発目標の数により表の追加をしてください。 

 

※開発目標の確認のための試験方法は可能な限り国土交通省告示、ＪＩＳおよびその他の標準的

な試験法を使って下さい。 
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3.1.2 ○○〇(確認項目１つ目を記載) 

（1）○○試験 

試験の方法、内容、 

 

開発目標の確認のための試験方法は可能な限り国土交通省告示、ＪＩＳおよびその他の標準的

な試験法を使って下さい。 

上記を満たさない試験(自社基準の試験など)、もしくは一般に土木と異なる開発目標と試験方

法を提示する場合は、その試験の詳細やなぜ試験として適切であるのか、詳細の記入をしてくだ

さい。 

 

 

（2）確認結果 

上記の結果から開発目標と試験結果が適切であることの考察を記入する。従来技術との比較な

どが必要な場合は、従来技術の試験結果等と比較検討を行う。 

 

3.1.3 〇○○(確認項目 2 つ目を記載) 

（1）○○試験 

 

（2）確認結果 

 

3.1.4 まとめ 

開発目標(1)に対して行った確認項目ごとの試験結果をまとめ、なぜ開発目標を満たしている

かを考察する。 
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3.2 開発目標(2) 

3.2.1 開発目標と確認方法 

開発目標(2)記入例 

〇〇(依頼技術名)を用いた RC接手構造の力学的性状が、通常の RC 構造と同程度である。 

確認項目 確認方法 評価基準 

曲げ破壊耐力 曲げ性能試験 

〇〇を有する供試体を

用いた載荷試験によ

り、接合部の曲げ耐力

を確認する。 

通常の RC 構造におけ

る設計上の曲げ破壊

耐力以上の数値を示

す。こと 

○○ ××試験   

○○ ××試験   

 

3.2.2 確認内容 

 

3.2.3 確認結果 

 

3.2.4 まとめ 
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4. まとめ 

 

開発目標(1) 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○(開発目標を記入) 

確認項目 確認内容 確認結果 

項目を記入 確認した内容を記入 左記の内容を総合して、なぜ開発目標が満たさ

れているかを記入。 

曲げ耐力 試験結果より、通常

の RC 構造と同等以

上の曲げ耐力である

ことを確認した。 

 

 

開発目標(1) 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○(開発目標を記入) 

確認項目 確認内容 確認結果 

項目を記入 確認した内容を記入 左記の内容を総合して、なぜ開発目標が満たさ

れているかを記入。 

曲げ耐力 試験結果より、通常

の RC 構造と同等以

上の曲げ耐力である

ことを確認した。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 参考資料 

 

 

 

※D 参考資料は、製品カタログや施工マニュアル、自社論文等の任意の資料掲載が可能。 

ただし抜粋などをして、総計 30 ページ程度に収めること。 

 

また、論文等について自社論文以外を掲載する場合は、依頼者で権利者に承諾を得ること。 

A~C とは別に PDF ファイルで１つにまとめて提出すること。 

PDF ファイルには本ページ及び次ページの目次を入れること。また各資料の最初のページ『D-1 

カタログ』などの表紙ページを入れること。 

  



 

 

 

 

 

 

 

参考資料目次 

 

 

Ｄ－１ カタログ 

Ｄ－２ マニュアル 

Ｄ－３ 論文 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ－１ カタログ 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ－２ マニュアル 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ－３ 論文 
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